
CiNii(サイニー)の使い方 
 

日本語論文を探すための最も基本的なデータベースとして「CiNii」(サイニー)があります。 

CiNiiは、国立情報学研究所で作成している、日本国内の学術論文、学協会誌、大学の研究紀要を収録

した論文情報データベースです。 

学内のパソコンで図書館ホームページからご利用ください。 

(学外のパソコンからでは定額アクセスの論文が表示されません) 

 

図書館ホームページには Yahoo  Googleなどで 

 

信愛図書館  検索 

 

 

外部情報源に各種データベ

ースへの入り口があります。 

CiNii・医中誌 Web など看護学科

で必ず必要なデータベースがそ

ろっています。 

信愛図書館の本を探す

ときはこの窓にキーワ

ードを入れてください。 



 

 

定額アクセスとは 

定額アクセスに契約していないと本文を見ることができないものが多くなります。信愛では定額料金を

支払っているので学校外で検索した結果よりはるかに多くの文献が閲覧できます。 

 

キーワードの入力のヒント 

・漏れのない検索をするためには考えられる同義語も入力して OR 検索する。 

(OR は半角、大文字  「老年 OR 老人」など) 

・著者は姓と名の間をあけても続けても OK 

  (「信愛花子」 「信愛 花子」など) 

・完全一致で検索したいときはスラッシュで囲む 

( /インフルエンザ/  「インフルエンザ」というタイトルのみを検索する) 

・前方一致で検索したいときは言葉の後に＊をつける 

   ( インフルエンザ* )で「インフルエンザ」で始まる文献を探す。 

・空白を含む文字列は”でくくる。 

( “this is a pen” ) 

 

定額アクセスであること

が分かる 

ここにキーワードを入力する。 

その他の項目も必要に応じて入

力する。 

 

本文をその場で見たい時はこ

こをチェックします。 



■ and/or/not とは？ 

論理演算子といい、複数のキーワードを組み合わせるときに使います。 

・and･･･キーワード A、Bとも必ず含む論文を検索します。 A and B 

・or･･･キーワード Aあるいは Bを含む論文を検索します。 A or B 

・not･･･キーワード Aを含むが、Bは含まない検索をします。 A not B  

 

  AND 検索     OR 検索   NOT 検索 

(A AND B)               (A OR B)               (A NOT B) 

 

 

 

 

 

 

例えば、 

「インフルエンザ」で「小児」がかかるもの、「新型」ではないものの場合 

フリーワード・・・・ 

 

(△はスペースです。) 

となり、言葉の間がスペースのみの時は自動的に ANDとなる。( )カッコでくくると優先される。 

 

「老人」の「インフルエンザ」で「新型」ではないもの 

キーワードはいろいろな角度から検索する必要がある。老人は「老人」「老年」など 

フリーワード・・・ 

 

など、できるだけ多くのキーワードを入れることによって検索の精度が上がる。 

 

検索結果の確認 

検索結果が多すぎる場合 

・別の条件を追加する 

・出版年出絞り込む 

 

検索結果が少ない時 

・検索語を減らす 

・広い概念の検索語に変える 

・類義語で OR検索する 

 

(インフルエンザ△小児)△NOT△新型 

(老人△OR△老年)△(インフルエンザ)△ NOT△新型) 



 

タイトルをクリックす

ると詳細を見ること

ができます。 

CiNii に本文がある

ことが分かります。 

被引用文献などでそ

の論文の信用性が分

かります。 

抄録でその論文の概要

を知ることができます。 

著者の所属 



下記のマークがあるものは無料で本文を見ることができます。 

 

所蔵確認とあるものは信愛図書館でその雑誌を所蔵しています。図書館の雑誌コーナーをご確認くださ

い。 
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は、PDFファイルで本文を見たり、印刷したりできます。 

 

は、本文がないものもあります。 

 

本文はこんな感じです。 

 

 

■文献複写 

無料で入手できないものは、他の図書館から複写物を取り寄せることができます。 

図書館カウンターで申し込んでください。 

ほぼ 1週間以内には届けられます。 


